
  
 

EGTは、「カーボンフリー」(脱炭素社会)の実現に向けて、2011年から継続して、CO2(二酸化炭素)の

削減を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EGT 

脱炭素社会の実現のため、EGT は行動します 

 

① EGTは、「脱炭素ドミノ」を実行し、「ゼロカーボン・ドライブ」(再生可能エネルギー×EV / PHEV / FCV)を

進め、「カーボンフリーエネルギー拠点」として進化していきます。 

※ 有機合成燃料・電気・水素等のCFエネルギー拠点、EV / PHEV / FCV POT  etc 
 

② EGTは、自社のCO2排出量を 2040年に「カーボンニュートラル」を達成し、2050年には 自社の消費電力を 

「カーボンフリー」化の上で、「カーボンフリーエネルギー」での事業を目指します。 


